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青酸合成の研究(第九報)

青酸の水に封する溶解度に就て努

堀内需郎田部浩三

Synthesis of Prussic Acid. Part IX. 

On the Solubi1ity of Prussic Acid for Water 

Juro HORIUTI and Kpzo TANAsE 

A bstrac t 

The solubility of prlI日ぉicucid for wuter was deもerminedover the tempeut主U"fe

range from 0'0 to 70'0 by mathema.tically analysing the vuriation of hydrogen cyn.-

lIide eOllcenもratiolIill a. serie日 ofl、ottlesen.ch con七ainin呂ilIi tially pure watel・， hydrogen 

eya凶 le!'OllItioll (守 kllOWllconcentratioll aml pu1'e water， ca耶引 iypassi時 Ukl刷、，111

n.moultむof.11'Y九ir throu the seri，.s. 

The result is in-terms of Ostwald〆ssolubili句 482aも0'0，330 at 10'0， 252 at 18'0， 

238 uむ20'0，172 at 30・0，125 a t 40'0， 88 a t 50'ぐ， 69 at 60'0 :md 57 at 70'0. The hen.t 
(，f什is目。lution<l円・ive(lfrom above <lata is 5.1士0.4Kcal. 

1.緒言

青酸合成の研究第二報1)及び第三報2) 1乙確めた様にトリア添加硫酸簡媒存者引に於てー酸化

茨索とプンモz ァーから青酸を合成する反憶は賓際的iこさたの化睦方程式t仁従って起るO

2CO十 NH3 = HCN十CO2十H2

従って乙の方法を工業化して生成しtc青酸を苛性プルカりで固定しようとすれば等モルの

炭酸ゾ{ダを副生して苛性アルカリを浪費する。鍋盟きと以つ℃青酸左京・血曜として固定ずる方

法は献に工業的iこ行われているが，その禄作が複雑なるのみならや同定した青酸の全部を回牧

することが出ういない。

従ってもでコと簡単.た操作により青酸を炭酸ガスから分離することが望ましい。青酸の水に

封する Ostwald溶解度内が甚だ大きく 18'0r乙於て200乃至300であるに封し炭酸ガスのは同

じ献況に於て殆ど 1である。従ってf支障ガスからプンモニア?と除去した後，とれを水で洗搬す

るととにより賓際的仏青酸を茨酸ガスから分離採取することがI:K来る。

*鱗媒研究所報告第58銃

1) 木下，矢野，佐藤;餓媒，第五輯 (Ug24)60 

2) 矢野，金井; 鯛媒，第七絹(昭26)1 

ウ 溶解司王衡に於ける液柑中の青酸濃度と気相中の濃度との比。
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育関空合成の研究

然し反醸ガス中の青酸濃度は常匿に於ける最誼妖況に於て高k6%位である。そうすれば

180C に於て青酸を飽和するまで水に吸牧させたとしても，得られた水溶液中の青酸濃度は0.7

mol/l.'町以下である。 とれをこ苛性アルカワで中和して得られる育化アルカリの濃度は勿論とれ

と同等以下であ之)から，苛性アルカり溶液にしてから濃縮するとすれば，多量にある水を完ヨー

に蒸穫しなければなら向。それよりも中和する前に揮章受し易い青酸を部分的に蒸穫さぜて濃縮

する方が熱経済上有利である。然しとれを行う分溜装置を設計するためには各温度に於ける青

酸の溶解度を測定してわく事が必要である。との理由により 000から 70'0までの溶解度を測定

し?と。

その測定操作は旧来るだけ単純たものでたければ忽らない。この程度の大きさの溶解度を

測定なる従来の方法は梢k 複雑であって，それ丈け青酸の猛毒による危険の多いととが橡恕さ

れるからである。依って多少計算に手間が掛づても震験操作自瞳はtI-I来るだけ車純になる様に

純71<..既知濃度の青酸溶液及び純水を夫 k入れた三個の洗瓶を順に直結してとれに一定速度で

既知量の空気を題、過させた上，第二，第三の洗瓶中の青酸濃度を測定し，その結果乞解析して

溶解度を決定する方法を取った。

2.青酸試料3)

約90・O¥'C熱した濃硫酸.71<..硫酸第二織の混合液(重量比 1:0.4:0.02)に青酸カリ溶液

(水と工業用青酸カリの重量比1.2:1)を仲液漏斗から徐k¥こ滴下し，種生せる青酸ガスを一旦

擁縮管を通して凝縮させ.50
0

0 に熱した硫酸及び嘩化カルシウム符を通した後，氷と揮の寒郵]

で冷した瓶に導く O とうして得られた無水青酸を蒸溜水で稀めてHJ¥パた。

3. 賓験操作並びに結果

第一固に示す一様に容量各 k 200c c.のj先瓶(81に純1.1<.を.(1) に 1%以下の既知i濃度帥Jの

青酸溶液怒 .(lI)に再び純水を何オlも150c爪宛入オ1.( 11及び([[)の重量を測っ7と後，とれ等fと

181. (1). ([[1の11慎iこ直結して恒温槽iこ尚め .I[[Jの端liJ、ら水流，jコンブ℃一定速度で引いて，ゾ

ーグライム管並びに気概流速計を通して入ヲて来1己主さ気が(仇 (I)，([[);をj隠さえ通過するように

した。

1 
勺 常摩18'Cに於ける気宇[1中の青由主濃度は一一一一一 xO.06=2.5 x 10-3mol/lであゐ。 溶解度が270

22.4 x 291 /273 
ならば，その定義Jとより液柑中の青眼濃度は 270x 2.5 x 10-3=0.68mol/l 

日) AJfons Klemenc; Die Behandlung und Reindarstellung von Gasen. 14¥l 

K. H. Slotta: Ber. Deutsch. Chem. Ges. 67 (1934) 1030 

Liebig's Annalen der Chemie; 357， (1907) 318 

同) 18'Cの結果によれば，この漫の濃度では浴解度か楼度J亡殆んど無闘係i司可定であって解析に便利だから

である。
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樹媒

--) 

D A 

F T 

第 聞

一定時間後(l)及び(II)を恒温槽から取り問し， i容質が殆んどすべて・液相中rとある様にこ

れをしばらく砕氷中に浸した後，取り刊!して (1)及び(Il)の薫号ー左測の?と上，各溶液を二回宛
1 ~ __ 1 

取り出して，各溶液中の青酸濃度をー一一乃主主 一一規定硝酸銀で滴定した C4)10 /~~- 20 

その結果を第一表K示す。

第一表K於て「温度」は恒温槽の温度た，空気謡過の「透度」は策離流速計で測られた速

度を， r金量」はその速度王室長吉謡、過の「時iiJU)~の積者:天 k示す。洗瓶 (Il) の語気前の濃度

は勿論零である c r青酸溶液の量」は通気前後に天秤で測られた溶液の重量を示す。表に示ナ

如く (I):及び(/1)の溶液置は官験誤二差管区間内で務わらたい。 安7ι大主主欝PBは寄託塵計で1Jl!lられ

た値を“M1" 及び“Mイ'は夫 Jそ l~力[\1'1Y/1 及び J1{2の讃みた示、す。

rIはとの賓験結果を後i亡誼ベ;うやろに解析して筑間された(l)中の液相及び気相中の濃度

σf及び C(/Iの比

曹 CL'
r' 仇I (1. a) 

を ， rII は同様に算出された (1I) 中の液相及び気相中の濃度 C/I及o~C(/Jl の比

rt_II 

rII←ー“
- C(/II 

(1. b) 

を，rは平衡にtiきける気相及び液相の濃度の比，即'f:)Ostwald溶解度の買値を示す。示は各

測定温度に於ける Tの平均値た示-J-0 

各行の下tて付記された誤差限界は測定方法ーからきまぶ共の行の各量¥乙共通なものを示す。

共通で主主い場合には行中の各量に付記じた。

rI， rII及び Tに付記された誤差限界は夫等の基礎測定値左弐簡の解析によって得られる夫

等の表式とから誤差論Kよってき字Hiされたものである。

4. 賓験結果の解析

第 1表の賓験事賢により各溶液の容積は通気により掛化したいとし，r，及び rIIは濃度に
4) 1. M. Kolthoff and E. B. SandelI; Text book of quantitative inorganic analysis 456， 545 

1. M. Kolthoff; Die Massanalyse. 243 
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青酸合成の研究

無関係に恒定であるものどし，弐の様lぞー賓験結果を解析して rl及び rlIを求めた。

(A) 先十 (1) l'Cついてさたの様に推論する。

(1)から dt時間内に運び去られる青酸のをは，単位時間K通過する気曜の容積を V，気相tて

於けろ青酸の濃度を仇Iとすれば、申 GG1のである。一方単位時聞に吸込まれる賢融温度の乾燥

塁気の容積Kvo，その鉄、況K於ける濃度を G，(1)の祭相中K於ける気曜のを濃度を GI，水蒸

気濃度KGW とすれば，乾燥空気の濃度た (I)の気相中の濃度との比は G: GI-GW- GG
1であ

るから弐の閥係がある。

σ 
V = Vn d乙G

wこんl

従つL at時間内に (1)から持ち去られる青酸のモル数は

voGGG1dt 

θIθwーθ。I
K士EろO

~~h'気液雨相の容積を I乍r 及び V/ ， 液相中の青酸濃度K G].T とすれば， (I)の中にある

青酸の主主モル数は VLIG ，.I十 VG1GU'であるから青酸の減量は
-diV/仇 I+ V(/ Guf) 

と表わされるO

とれ生存を主宰置して次の微分方税式を得.<~) 0 

(1. !t )及び (2)より

'1'" G GJ dt 
二 L一 d¥ Vi.l GL' + V(/ Gu') (ブI_-Gw-G，/- ~，. I 

( 2) 

d (V/ GLl + V，/G(1) 
-Voθdt = (θI -Gw) (Vr/ -+ rI VLI) :--'y)σ山_VrJd:;-' --d ( V].T G].I +九I仇 I)
或いは積分して攻式を得る。

VLI GLO"十九I仇 lorr
(θI-GW) iVGI十rIVLI) loグ VLI G LI-千九I仇 I =Vo ct+ VLI G wT十九IGG・l-VLIGLI-Vr/ G(l( 3) 

但し GI-Gwは宜際的κ恒定主主るものとした。付加記枕OV;l:tニoに於ける値を示す。

(1)及び(II)の内容さと分析する場合にはとれ宅・を恒温槽から取り出して000l'C冷却してから行

ろから気相中の青酸は資際的l'C液相に集ってσf反る溶液を作っているとしてよい。

即ち

VLIσJ.o + VGIσふ=VLIG~' 

lj，I(ブL1+九IσG1 = V/G/' 
( 3)と(4)とにより rIはきたの様K表わされお。

rI ~日空 VL '(空毛:_~JJ[) _ VGl 
!ogGi'o !G LI' (GI -Gw) VLI VLI 

-a9-

(4. n) 

(5. b) 

(5) 



(ブ.C1，士、女の式に従って計算された。
σ PB-~Ml 
一一一
RT 

明媒

θ1= fB二回1土%1弘二Mtl}
RT 

(8)( 1) (Il) の形及び溶液の量は同じであるから，一つの瓶の水柱~ζ 上って原因される犀減少

は巧 (M2 -M1 ) である。従って (1) の気相では ~tIl 上り %"(.M2 -Ml ) 減少すー之、 e こと '(C R は気

鵠恒敏， l'は絶釣温度である。

かくして(引によって計算された rIを第1表に示す。

( 5 )式で興えられる rlは溶解度の上限た輿え 6c何とたれば洗瓶を通過する気自中の青酸

濃度は必すなしも平衡に於けろ濃度lモ還してい貫工い。そうすれば、主主相中の濃度は平衡に於けるも

のよりも小さく従って溶液中の濃度ととれとの比と定議された rIは平衡に於けるものよりも

大きく主主らねばたらぬからである。

tω 

ZId 

'IO 

。

一一比一--t 
一一。-'1
---d一一γ

一一一→ to(!. 
10 20 JD 初 fO " 70 

第 2 間

(B) 弐に (Il)に於ける背酸の牧支について考える。

dt時間内に (I)から (ll)¥亡供給される青酸の量を d(VLICLI 十んIC~) ， 同時間内に (1幻か
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青酸合成の研究

ら出て行く量佐 (1)に於けると同様K

C COIlVO dt 

θII -CW-COII 

と表わせば、 (1)rとついてと同様の推論によりざたの徴介方秤式を得る。

C C，F Vn dt 
一-CI守司戸oIJ=d川(V仇V九L川I

担但.し第 1表の結果により 九及てび戸 v九ノ令bを↑恒亘定とし7たとO ζ とi'L亡付カ加H言記己披1IはσGぞl等Iにて封際する諸

登を表わす。

との微分方程式を解くため

σVo t = x 

と3ないで(5)を衣の如く書き直す。

"一回+s(仇 ，I'-CLl') 
σLI' =CrXe 

(8 )は陰画数CLI'(ぉ)を奥える。

1 
とと K α=-y-一一一7一一←一一一 s=VZIα 

( rI+品)(ぴ-ωVJ
¥，.  L I 

( 7) 

(8 ) 

(8 )によってθZI'eaxをマグロ{ワン展開して Zの三乗項以下を無視すれば、攻式を得る。

cf e""" =σi~(1+仰+-1土ー~)
CLl' s-1 

(9 ) 

(1， a)と(4)により
1T I 

VOI仇 I(1十一17I)=九叫I+VLICLI= VLICLI' = VLIりLOI'e-Il'X (1 +仰+JL)(9)'VOI" I ~{:f '-../u ， rL '-.../L -..1.. "-.11. --"L 'JLIJ ¥.... I v....v I C
z
o1's-l 

とれは九IGoI十 VLICLI或いは σLIFをおの陽画数i:L-r表わしている。

(9 )は賓際に計算してみて(8)に上って輿えられたCJの有効数字4桁まで一致している。

依って (6)の右謹第1項を (9)によって書き直せば弐式を得00

dCLI. __ . _. _， I 1-ax 、
d(VLI仇I+九IC01)=VLJdCLI'= VLIw~，~ dx= VL1CLOI'O -Il'x(一一一一一-ax' - • L dx....... - • L V LO ¥ C LOI' s -1 U.W J 

一方(6)の左漣第 1項は (1，b)及び(7)に上ってきたの如く書かれる。

θLlI dx 
rIl(CIl，ーθw-θ。II)

同ヒ<:.(1， b) Iとより (6)の右謹第2項は攻の様に書き替えられる。

(VZII+九lI!rII)d C LII 

従って(6)はさたの様に書かれる。

d(ブLII C LlI VLIC zol'α I 1-αx ¥ 
72+HT引'CII-C

fトCOII)+ H' -e-
QX 

(cム[-'-s=1-a.x)ニ， 0 (10) 

ととに H=VLII+ VdI!rII 
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樹媒

(10)の主任2項分母の θ。1Ii;こ Zの画数とすれば、同式は第 11管線型微分方程式になる。 (1)の場合

J二同様K

VrlI C(/1I + VLIl C LII =九IIC L1I' 

なるとんを恒定してとれた解けば攻式告と得.~; 0 

r" dx 
.'0 HrlI(σIl_CWー仇II)CLIIF二 CLIl(l十 VaIIIVLJIrIJ) == CJJ/' (J. e " 

(11) 

(τ dx r αωr川zトパ一→1_~J九oιH酌町m戸戸門I汀吋1(炉
-(/X吋(α必+;;;-~~Tt--;""--=-----:;\ e tI 
o 'v_w， C

Lo
I's-1) V Ww  (121 

(12)のCGII( x)を先ホ省略して同式を積分すれば次式を得る。

Z 

CL/'α HrII(CII -σw) 
C L1P =C LII(l十九II/ VLII rII)=三一。

I ，_， ax-1 1α f_ ¥i  
xi eX (仰 +CLl' s-ごiHUFFVl子炉石守てi)(l-eT) r (13) 

とK δ=一一 1
HrII(θII--Cwl 

(13) K賓測の θLII'とx~こを入れて投試法κって rII を求めれば (1， b)と(13)とKより GfIが

おの画数として表わされろ。とれ哲三 (12)K入れて再び rII及び、CaIIの Z画数た求め，以下追っ

て同様にし，rIIがそれ以上艶らなくたるまで、漸近計算を槙け'た。

今，，'1

/' 
/ 

も i

3ヂ
aootf UDU 脚

'
21 /L向日D 4脚'JL 帥持 a削 (dlJt

第 3 鍋

但し C11にはがの場合と同様にして導かれる攻式によって計算された値を入れた。
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背俄合成の研究

CIJ = PB.二払
RT 

上式で輿えられる rIIは溶解度の下限を輿える。何となれば(II)瓶中の液相の濃度は必十しも

zp:衡に於ける濃度に遣していない。そろすれば液相中の濃度は平衡K於けるものより小さく，

絞って溶液中の濃度正気相中の濃度との比と定義された r11は平衡tて於けるものよりも小さく

ならねばならぬからである。

(C) 最後K溶解度の最確値Tをさたの様K決定した。

以上の様にして定められた溶解度の上限rI及び下限rIIは橡期される様に高温では殆んど

一致しているが低温では明かに賞験誤差範閣外の差異を示している。 rI とrIIを卒均して Tの

最確f直とするととは高温で、は差支えたいだろうが低温で‘は十分な線擁がたい。依って弐の様に

賞験結果を速度論的に解析して T右こ求めるととにした。

先や気相液相聞の溶質の交換は気泡が洗瓶の柑手管の下端を離れてから液面に出るまでに

行われるものとし溶質が液相から気相へ一方的に入って行く速度及びその逆操作の速度がそれ

ぞれ液及び気相の濃度に比例するものとして決の棋に置く。

dC(J → ←  
~-:." k Cょ一止のodt 廿

(14) 

一歩 辛司

但し正及び kは比例恒数であるO
-;惨唾-

zp:衡扶態に於ては 0=kCL一正C(J

+-
σL 正
..コ干一二¥ r
V (J k 

従って (14)はさたの様i'L書けるO

毛ー ー+
k 二二 kr 

dCa → -:1: = k (1θι-CGr) 
一つの黛泡が液I画i¥'C到達するまでの間で、はCLは賓際的に恒定なるものとして上式を積分1 戸

は、共式を得る。

ー，
CL>Carたあとき -log(CL~CG r) = rk1t十恒数 (15. :t) 

¥15. h) -ー.. 
CLくCarたるどき -log(θar-CLr)= r k2 t十恒敏

( l) ¥'c於ては CL1>C(/r且つ t=Oのとき CaI=O主主る4条件によって(15.a)の積分恒敏を求めれ

ば次式を得る。

Cr.I-CaI r → 
-logーと7干玉三一一 =r k1t 

VL  
(16) 

(Il) ¥'c於てはCLIIぐCGIIr且つt=0のとき C(JII=C(l なる4条件によっ℃弐式を得る。

es 。.
↓
且
Kザ'一一

F
A

一
va

，a
一
va

，ル一

yu戸
σ一C
ト
一
ト

H
L
f
 

n
M
一
円
切

H
P
 
o
 

''b 
(11) 
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賓際には通過気種は液面上部の気相に達しても溶液と溶質の交換{i:行っている筈であるが

速度と濃度の比例聞係説ぴK溶質祭躍が洗瓶中Iとある時間中CLがあまり費らないとする仮定
-・争

が許される限り ktの値が幾分費って来るだけである。 (1)及び(II)は杢く同じ構造であると
-・+

とに上り， との費り方が(l)ど(II)のについて同ビとして(16)のktを(17)のた等置すればさた

の開供者こ得る。

CL1-CGI r CGIIr-CLII 

CLI σ。lr-θzzz

或いは
K rz-r f70ZZTー仇II
- 一一 = 一一- rI - CG1 r-CLII 

(18)より
(1-K)CLII十KrCGI

θ♂=一 r一一

(1-K)dCP+Kr d θJ dCGII='- --'--~r 

(19jを(6)に代入して攻式を得る。

(1--K)CP+m仇Ir

(18) 

(19. a) 

(19. b) 

冒TII

-7  -cfzLKi千kczfdz=九吋σLII十7{(1-K)dcz叫 KrdC(l}十九IdCi'
CII-Cw一一 一一三
ηT  

或いは

CLll(1-K) KCG1 
---~----------- __ __ 1--K

一一---aX - __1三ごK一一一-aX 
r (θII -Cw-θzII7--KCoI)(CII-cw-Czzz r 

kcd) 

=dCLI仏II十写11-kfi十K九明。I十 VL1dCLI

一方式(9Y ~乙上り VLldCLI'， CU1， dCLl告と Zの画数に書き換えて攻式た得る。

{ -VLICI' LOfle-"X(
ト仰 )__KVGl町 α /ーα

-VLICI'αe-"X(C)日刊-7一一戸市 t7M-J7-4K7ldzノ 却 しー -CW-ιL
ー :r--Pc叫

CLIIil-K) .~ ，"U". VGI~ -~-- _-_ "-=-C--KーかぬII(VL
Il+子(1一KI) (20) 

r(CIIーθw-CzIZ7.p(め)・

ViV_l' n-etx 

ととに 九=-121 ー (1十郎+~ 1:-

一一
CL&' s-1

1 ， 

..1-K 
(20)は仇II子ーを省略すれば線型第 1階徴分方程式である。 (11)を椴定して (20)を解けば攻

式を得る。

_rx (1-K)dx 
一
CLII~ 

r1 TT
りd'αJoH'r (CII -Cw-~:d 

( 1 +-TI~J~I-) 
= (h" =--jj'-e 

1 +:'IIT;一一
J' L 
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C"' (1-.K) dx 
・一一一一 一一一-r'" J d-ax(ω=L r __  ¥ f TTI r ~~~\-_ __!'J"，-_) ---L )0 H'r(GII -Gw-Pc，oJ 

X Jo i e汁CzJFI十αz八九 +7-jczIーら一九 )eV" ~~ '\~ ~W ~l~)}dx (21) 

ととiて K
一
ト一

T

va 
y
a
 q
J
 
V
 +
 

y
a
 

y
a
 yLM 
V
 

H
 

GLII'ととれに封障するzとκ賓測値者三入れ(21)によってこれ等に適合する Tを投試法で求め，得
~ ..l-K 

られたf直を (21)に入れればGLII従って GLII が Zの画数として表わされる。 これを更に
T 

(20)に入れて再び (20)を解けば

川 (l-K)dx
GLII' Gn/'α ーl 一一一← 一一一一1ーごK一二アー
(1 ~ ~;;~~;~) -σLIL =云-，~e JoH'r(仰ーの-UJZ7一九
1戸 II

z 

f"川|×つJo1 e-~肋山W必

i'" (l-.kldx 
'"______ _ ___l-K 

×edu Hνr(GIIー θw-GLII=--一一-p(xJ dx (22) 
T 

(22)により再び Tを投試法で求め同様な計算を行い，きたに得られ局 7の値が同じになるまでと

れを繰返した。第1表に示した Tはこうして得られたものである。

以上の如くして定められた Tは第2固に示す様に理論の要求する遁りrI>r>rIIなる蹄係

を満足し，且'0rl ~乙近い。

lorjlo rをliTに封して取れば0'0と70'Cの測定範囲でるく直線開係を得る。而も溶媒の

臨界鮮に於ては r= 1にならなければ怒らないから，乙の黙と資測黙とを曲線で結ぶととによ

り第3圃の様に賓測温度以上の溶解度を内挿するととが出来るO

lOfho rとlITとの直線開係から弐式

2θlog r 
Qs = - RT2---;;-;;'--'-- RT2a十RT")

'dT 

にようて定められた溶解熱は 5.1土0.4Kcalでる2三。但し αは溶媒の膨脹係数である。

18'C ¥<=於ける TはG.Brt!dig， M. Shimdoの 18'0Iこ於ける青酸の蒸気塵測定値よ U外挿

発) Qsft恒沼恒匿の下に溶質を気相から液相iて移すと&~量生した熱量:を，移した溶質 19m. mol に割付けた

もの，即ち恒匡の溶解熱を示ナ。

勢*) [36頁註JOstwald溶液度は突の知く表わされる。
T Q xfYz RT Z 
= 一一一
Ca pjRT VL P 

I X、
縫って z→01て於ける溶解度 roft (-= ) の値から算出される。

¥ p ノイ芯=0

この溶解度の値は Bredig及び Shiradoの測定値 (Landolt;B凸rnsteinErg. II. b. 1担。)による xjp

の値を x=oに外挿して得られたもので為る。
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法Kより得られるが牌〉乙の計算によって得られた rlBDO=270と本賓験によって得?と rlBDO=252と

略一致しるいる。

5.概括

1 賞験操作の簡単な溶解度測定法を考案し，とれによって0'0乃至70・orC於ける青酸溶解度

の上下限を求めた。

2 賓験結果を逮度論的に解析して Ostwn.ld溶解度の最確値を求めた。

3 各温度に於ける Ostwald溶解度の最確値は次の如くである。

fc I 0 I 10.7 I 18.1 I千三」坐2I 40.吐竺土日出-…
子|似|湖 I252 I 238 I 172 I 125 I 88 I 69 I 57 

4 測定温度域で lOY10rは1fTの直線画数である。乙の直線開係から得られる青酸の水に劃

する溶解熱は5.1土0.4Kca1である。
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